
園長 女 1 学年 年少 年中 年長 計

教諭 男 1 学級名 りす ぱんだ きりん
女 3 男 1 1 2 4

事務 女 1 女 1 3 5 9
計 6 計 2 4 7 13
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市 立 幼 稚 園
市立大平幼稚園（所在地：沼津市大平2205－1　電話：932－2080　FAX：932－2780）
⑴　経営方針
沼津市教育基本構想をふまえて、「心豊かな子供を育む、明るく温かな大平幼稚園」づくりに向け、
園児の生活の場となる地域の人との関わりを大切にし、次のような経営方針のもと願う園児像を描
きながら教育目標の具現化を図る。

－（　）内の番号は、沼津市教育基本構想の関連箇所－　
①　園児の実態と地域の環境をふまえて教育課題を設定し、望ましい園児像を常に描きながら日々
の指導を積み上げていく。
②　教師としての使命感のもと、「心豊かな子供を育む、明るく温かな大平幼稚園」づくりの担い
手である自覚を持ち、互いに支え合い磨き合う教職員集団として、意欲的・創造的な実践に努
める。� （1－１－３－（１））

③　読書に親しむ機会、教師や小中学生等による絵本や紙芝居の読み聞かせ等の充実を図ると共
に、“美しく話そう” を意識した指導により、美しい言葉で表現する力を育む。
� （1－１－１－（２），1－２－４－（２））
④　５つの心を育むために、園児の心を揺り動かすような交流・体験活動の機会を多様に設定し、
常に計画・実行・評価・改善を繰り返すことで、活動の充実を図る。
� （1－１－１－（１），1－２－１－（２））
⑤　自然に恵まれた地域の中で、保育所・小学校・中学校・高齢者との交流・ふれあい活動を通
して心豊かな子供を育むことができるよう、環境づくりに努める。
� （1－２－１－（２），1－２－３－（２））
⑥　園児降園後及び休園日の園庭開放や未就園児対象の「遊びにおいでよ」を設けるなど、地域
の子育てセンター的な役割を担う。� （2－１－２－（１），2－１－２－（２））
⑦　心身の健康を増進するために、給食指導や食を伴う行事を通して、家庭との連携を図りなが
ら食育を進める。� （1－３－２－（２））
⑧　心身の発達につまずきがある子供の早期発見に努め、保護者や関係機関と連携しながら個の
ニーズに応じた支援を行う。� （2－２－３－（２），2－２－３－（３））
⑨　保護者・地域との連携を強化しながら「命を守る」教育を推進し、安心・安全な園づくりに
努める。� （1－２－２－（１），1－２－２－（２），1－２－２－（３））
⑩　園だより「いちごのみ」、学年だより「りすだより」「ぱんだだより」「きりんだより」及び共
通だよりを通じて保護者、地域とのコミュニケーションを図り、教育活動への理解と幼稚園教
育の啓発に努める。

⑵　教育目標
　　　教育目標　心豊かで思いやりのある子

《願い》	 ５つの心（感じる心：思いやり、素直、感動、感謝、尊敬）を言葉で、表情で、態度で表
現できる子（人と関り合おうとする思い）を育てたい。
感じる心を育むことは学びに向かう力の土台となり、表現する姿勢や意欲・能力は人とつ
ながるための重要なツールとなる。自ら考え多くの人々とつながって新たな価値を創造し
ていく人、自分らしさを発揮し豊かな人生を築いていく人へと成長することを願い、幼児
期の育ちを支援していく。

《具体的な目標》　① 健康で明るい子　② 元気に仲良く遊べる子
③ 自分の気持ちを素直に表現できる子
④ 自然を大切にする子

⑶　職員・学級編制　　　　令和６年５月１日現在

（年少・年中の複式学級を編成）
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市立認定こども園
戸田こども園（所在地：沼津市戸田1031－１　電話：0558－94－2303　FAX：0558－94－3099）
⑴　経営方針
本園は、０歳から小学校就学前までの連続性のある教育及び保育を一体的に行い、生きる力の基
礎を育成する。また、恵まれた環境下、園・家庭・地域の三者連携により、地域ならではの多様な
体験をする中で、認められる安心感のもと自己肯定感を高め、互いに一人一人の個性を認め合える
園づくりを目指す。� －（　）内の番号は、沼津市教育基本構想の関連箇所－　
①　園児の実態と地域の環境を踏まえて計画的に構成された教育・保育環境の下で、自発的な遊
びや体験を重視した活動を積み重ねるようにする。� （1－１－１－（１））

②　保育教諭等は人的環境の最たる存在として教育・保育をより豊かにするための主体的な研修
に取り組む体制の充実を図る。� （1－１－３－（１））

③　自ら健康で安全な生活を送るための基本的な生活習慣の形成を図る。�（1－２－１－（１））
④　経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする
意欲や態度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。� （1－２－１－（２））
⑤　遊びにじっくりと取り組むことで、充実感や満足感を味わい、他者から認められる経験を積
むことで自己肯定感を高められる環境を築く。� （1－２－３－（１））
⑥　地域の教育力や自然環境を活かし、実体験を通して豊かな感性を育む。また、異年齢児保育
や小中学校との連携を密にするなど、人とのつながりの場を設け情意的な力を育てていく。
� （1－２－４－（１））
⑦　読み聞かせや図書ルームの活用、さらには、市立図書館との連携により絵本に親しむ環境や
家庭に向けて読書の大切さを啓発する。� （1－２－４－（２））
⑧　自ら体験することで感じる力、気づく力を育て、できるようになるなど知識及び技能の基礎
を培う場の充実を図る。� （1－２－４－（３））
⑨　自ら進んで運動に親しめるよう、自発的な遊びの確保に努める。� （1－３－１－（１））
⑩　意欲をもって食に係る体験を積み重ね、食べることを楽しみ、体験を通して、自然の恵みと
しての食材や調理する人への感謝の気持ちが育つよう環境を工夫する。�（1－３－２－（２）） 
⑪　地域にある自然・人・施設との関りを深め、郷土に対する愛着や誇りを育む。
� （2－１－１－（１））
⑫　発達や学びの連続性を小学校教育に無理なく接続できるよう、交流会や情報交換会などの機
会を計画的に実施する。� （2－２－２－（２））

⑵　教育目標　《ひとりひとりが輝く へだっこ》
　　　重点目標　　① たくさんの体験をして自ら気づく子　　② あそびを工夫して楽しむ子
　　　　　　　　　③ 自信をもって挑戦する子

⑶　職員・学級編制

園長 女 1
副園長 女 1

保育教諭等
男 2
女 3

主任栄養士 女 1
調理員 女 2
運転手 男 1

11

学年 クラス名 男 女 合計
0歳児 1 0 1
1歳児 ぼっち 2 2 4
2歳児 1 1 2
年 少 らぶか 0 3 3
年 中 ゆめかさご 3 0 3
年 長 たかあしがに 1 4 5
合 計 8 10 18

令和６年５月１日現在
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私 立 幼 稚 園 ・ 認 定 こ ど も 園
令和２年度の春先から幼稚園教育にも大きく影響のあったコロナが、ここにきて更なる少子化に拍
車をかける状況として表れています。４歳児の人数が極端に減少し、未知のウイルスを心配していた
時期と一致していることで国民の心情がよくわかります。しかしながら、人数など関係なくどの年代に
おいても子どもは大切な宝であり、健全に育つために周囲の大人が責任を持って育てることが重要です。
令和４年度から文科省から幼稚園・保育園から小学校に向けて円滑に接続されることを目的とした

『架け橋プログラム』が推進され、各地で研修・実践されています。
『架け橋期』とは「経験を活かしながら新たな課題を発見し、新しい方法を考え試しながら実現して
いく５歳」と「自分の好きなことや得意なことを生かしながら、学びや生活につながる力を育む６歳」
の２年間のことを言い、生涯にわたる学びや生活の基盤をつくる重要な時期とされています。この時
期の教育を充実するためには、幼保小はもとより、家庭、地域、関係団体、地方自治体など、子ども
に関わる全ての関係者が立場を越えて連携・協働することが必要です。昨年も沼津市内の全幼保小の
担当者が集まり、幼児教育と小学校教育のつながりの大切さを学ぶ研修を行いましたが、本年度も更
なる充実した研修を実施して、市内の全ての子供が格差なく質の高い学びへと接続できるよう幼児期
及び架け橋期の教育の質を保障していくことに取り組んでいきたいと思っています。
幸い沼津市では公私立問わず、全幼稚園・保育園がともに幼児教育を研究する会もあることから、
市内全体の幼児教育を充実させる環境が整っていることに感謝し、これを基盤に「目的のしっかりし
た子育てのできる市」になれれば良いと思います。

沼津市私立幼稚園協会　会長　後　藤　信　俊
（令和６年５月１日現在）

〒410-0038
沼津市三芳町3-14
☎963-7538　FAX963-7545
学 級 数　 3
園 児 数　40人
教 員 数　13人

四恩幼稚園

〒410-0855
沼津市千本緑町2-7
☎962-1710　FAX962-0501
学 級 数　 3
園 児 数　11人
教 員 数　 9人

ルンビニ幼稚園

〒410-0022
沼津市大岡3227-1
☎923-8850　FAX921-9854
学 級 数　　6
園 児 数　150人
教 員 数　 20人

沼津学園第二幼稚園

〒410-0022
沼津市大岡自由ケ丘1979
☎921-4805　FAX926-0044
学 級 数　 12
園 児 数　221人
教 員 数　 44人

加藤学園幼稚園

〒410-0007
沼津市西沢田244-2
☎922-8507　FAX924-0310
学 級 数　 4
園 児 数　68人
教 員 数　11人

沼津あすなろ幼稚園

● 幼　稚　園（３～６歳）

〒410-0822
沼津市下香貫字柿原2843-1
☎933-1835　FAX933-1836
学 級 数　 6
園 児 数　32人
教 員 数　10人

双葉幼稚園
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〒410-0312
沼津市原199-1
☎966-7338　FAX966-7370
学 級 数　 7
園 児 数　73人
教 員 数　22人

認定こども園
原町幼稚園

〒410-0817
沼津市本郷町18-31
☎932-9911　FAX932-9917
学 級 数　 4
園 児 数　83人
教 員 数　18人

認定こども園
沼津聖マリア幼稚園

〒410-0106
沼津市志下北通72-1
☎931-3426　FAX931-8962
学 級 数　　8
園 児 数　133人
教 員 数　 22人

認定こども園
象山幼稚園

〒410-0022
沼津市大岡1092
☎951-3075　FAX951-3086
学 級 数　　7
園 児 数　107人
教 員 数　 25人

認定こども園
耕雲寺幼稚園

〒410-0022
沼津市大岡2242-14
☎923-3911　FAX923-3913
学 級 数　 4
園 児 数　77人
教 員 数　17人

認定こども園
第二耕雲寺幼稚園

〒410-0875
沼津市今沢65
☎966-6349　FAX967-9966
学 級 数　　7
園 児 数　120人
教 員 数　 32人

認定こども園
片浜桜

〒410-0306
沼津市大塚812-2
☎967-4521　FAX967-4572
学 級 数　 10
園 児 数　118人
教 員 数　 46人

認定こども園
しょうえい幼稚園

● 幼稚園型認定こども園（３～６歳）

● 幼保連携型認定こども園（０～６歳）

〒410-0011
沼津市岡宮字寺内1052-5
☎921-4213　FAX921-4236
学 級 数　　7
園 児 数　141人
教 員 数　 26人

光長寺幼稚園

〒410-0817
沼津市本郷町23-9
☎931-6146　FAX933-3168
学 級 数　　6
園 児 数　107人
教 員 数　 16人

沼津梅花幼稚園

〒410-0303
沼津市西椎路610-2
☎966-2500　FAX966-9565
学 級 数　　8
園 児 数　144人
教 員 数　 20人

認定こども園
あしたか幼稚園

〒410-0862
沼津市幸町23-3
☎951-6694　FAX952-0868
学 級 数　 6
園 児 数　87人
教 員 数　21人

認定こども園
中央幼稚園
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〒410-0053
沼津市寿町16-40
☎921-8140　FAX921-9863
学 級 数　 11
園 児 数　208人
教 員 数　 34人

認定こども園
沼津学園第一幼稚園

〒410-0308
沼津市柳沢222
☎967-4188　FAX967-4189
学 級 数　　9
園 児 数　115人
教 員 数　 36人

認定こども園
かきつばたこども園

〒410-0872
沼津市小諏訪242-4
☎963-0721　FAX963-4096
学 級 数　　6
園 児 数　101人
教 員 数　 30人

認定こども園
こずわ幼稚園

※ここでの「教員数」には、保育士・教育補助員等を含め
ており、末巻資料P.149の教員数と異なっている園があり
ます。また、幼保連携型認定こども園の「学級数」には
保育分も含めている場合があります。

〒410-0302
沼津市東椎路1547-1
☎923-5445　FAX924-7730
学 級 数　 7
園 児 数　82人
教 員 数　25人

認定こども園
春の木幼稚園


